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１ 区民アンケート調査
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■調査概要

調査目的

区民に「自転車利用の意向」や「快適性・満足度」や「駐輪
需要」等を確認することで、区民が本当に求める姿と行政が
推進したい姿とに乖離がない計画を策定するため、アンケー
ト調査を実施した。
また、アンケートを通じて、区民への交通ルールや駐輪場
所等の周知効果にも期待した。

調査時期

令和6年12月26日（木）～令和7年1月17日（金）

調査対象

15歳以上の区民
※住民基本台帳より、15～64歳は10歳区切りで各600人、

65歳以上は1000人を無作為抽出）

調査方法

QRコード付きの通常はがきを4000通郵送し、記載のQRコー
ドからWebにて回答いただいた。

■調査結果 （基礎情報）

回答者数

519人 （回答率13.0％）

回答者属性

＜世代別＞

＜地域別＞

(人)

(人)
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

麹町・番町

飯田橋・富士見地区

神保町

神田公園

万世橋

和泉橋

大手町・丸の内・有楽町・永田町

不明

調査項目

・自転車利用頻度
・自転車利用目的
・区内の自転車車道走行環境/駐輪環境への不満
・交通ルールの認知度/遵守度
・区の自転車利用環境に対する満足度
・区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み 他
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42%

57%

57%

57%

47%

65%

65%

60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路交通法上、自転車は原則として車道

を走行すること

道路交通法上、自転車は原則として車道

の左側を走行すること

道路交通法上、歩道上で歩行者の通行を

妨げるような場合は、一時停止すること

道路交通法上、車道を走行する自転車

は、原則車道の信号機（青・黄・赤）に

従うこと

道路交通法の「止まれ」の標識がある箇

所では、自転車も一時停止をすること

道路交通法上、酒気を帯びて自転車を運

転することは禁止されていること

道路交通法上、自転車運転中の携帯電話

やスマートフォンの使用は禁止されてい

ること

東京都では、道路交通規則に基づき、自

転車運転中のイヤホン等の使用は禁止さ

れていること

知っているルール 守っているルール

１ 区民アンケート調査
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■調査結果 （概要）

• 自転車を利用する区民は全体の6割程度である。また、週に1回以上利用する区民が4割程度存在する。
• 利用目的は「買い物」が80％と最も多い。次いで「習い事やその他訪問先への移動（47％）」、「周遊・観光・レジャー
（38％）」、「食事（36％） 」、「通院（36％） 」となっており、利用目的は多岐にわたる。

• 自転車の交通ルールについては、いずれのルールも区民の7割以上が知っているものの、守っていると回答した自
転車を利用する区民は4～6割程度と低い。認知と遵守の実態には大きく乖離がある。

16% 11% 12% 10% 8% 43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=519

ほぼ毎日（週5日以上） 週に3, 4日

週に1, 2日 月に1日～数日程度

年に1日～数日程度 自転車はほとんど利用しない

24%

3%

80%

36%

36%

19%

47%

38%

24%

3%

18%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買い物

食事

通院

子供の送迎

周遊・観光・レジャー

健康増進・体力づくり

競技の練習

業務（仕事中の移動）

その他

n=296

自転車利用頻度 自転車の交通ルールの認知度/遵守度

自転車利用目的

自転車利用者（57％）

習い事やその他訪問先への移動

※知っているルール：区民のうち、各ルールを知っていると回答した割合
守っているルール：自転車を利用する区民のうち、各ルールを守っていると回答した割合

（n=519） （n=296）



１ 区民アンケート調査
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■調査結果 （概要）

51%

25%

15%

28%

13%

11%

11%

30%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐輪場の数が少ない

駐輪場の駐輪可能台数が少ない

駐輪料金が高い

駐輪場の場所が分かりにくい

１台あたりの駐輪スペースが狭

く、停めにくい

自転車の盗難が不安

駐輪場に屋根が無い

特にない

その他

n=519

59%

30%

26%

20%

13%

8%

23%

14%

7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上駐停車が多い

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽

根型路面表示等）が整備されていない

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽

根型路面表示等）が狭い

交差点内の自転車の走行場所が分かり

にくい

路面状態が悪い

街路樹や雑草の手入れがされていない

自動車側が車道走行する自転車を注意

して走行しない

特にない

車道を走行しないため、分からない

その他

n=519

区内の自転車車道走行環境への不満 区内の自転車駐輪環境への不満

• 区内の車道走行環境への不満として「路上駐停車が多い」と回答した人が最も多く、全体の約6割に上る。
• 区内の駐輪環境への不満として、「駐輪場の数が少ない」と回答した人が約5割、「駐輪場の場所が分かりにくい」と
回答した人が約3割存在する。



１ 区民アンケート調査
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①区内のシェアサイクル

の利便性

②区内の自転車の

車道走行環境

➂区内の自転車の

駐輪環境

④区内を自転車で

走行する際の安全性

⑤区の自転車利用環境

に対する総合的な満足度

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満

n=519

■調査結果 （概要）

区内の自転車利用環境に対する満足度 区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み

60%

46%

51%

41%

39%

25%

28%

46%

28%

48%

28%

16%

6%

12%

7%

12%

3%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車走行空間の整備

自転車が快適に走行できる道路の整備

路上駐車の排除

駅周辺の駐輪場の整備

商業施設周辺の駐輪場の整備

放置自転車の取り締まり

シェアサイクルポートの充実

学校等での安全教育の推進

公共交通との連携強化

自転車を活用した健康増進イベントの実施

サイクリングマップの配布・配信

災害時の自転車活用

特にない

その他

n=519

自転車利用者に対する交通ルール・マナー周知

自動車ドライバーに対する交通ルール・マナー周知

悪質・危険な自転車運転者への指導・取締り強化

周遊・観光を目的としたサイクリングイベント実施

• 区内の自転車利用環境に対する満足度は、いずれの項目も2～3割程度と低い。
シェアサイクルの利便性に対する満足度は比較的高いものの、駐輪環境に対しては不満を持つ割合が高い。

• 重要だと思う取り組みについては、「自転車走行空間の整備」、「路上駐車の排除」、「自転車が快適に走行できる
道路の整備」などの走行時の快適性向上に関する取り組みを回答する人が多く、「悪質・危険な自転車運転者への
指導・取締り」や「自転車利用者に対する交通ルール・マナー周知」を求める声も多い。



22

37

89

124

97

31

0 40 80 120 160 200 240

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代

２ 来訪者アンケート調査
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■調査概要

調査目的

昼夜間人口の差が大きい千代田区では、区外からの観光
客や買い物客、通勤通学者等の自転車利用が区内の自転
車の移動の大半を占めると考えられる。有効な施策の展開
や、来訪者が感じている 「自転車利用の快適性・満足度」、
「シェアサイクルの利便性、案内の充実度」等を確認するため、
アンケート調査を実施した。
また、アンケートを通じて、区来訪者への交通ルールや駐
輪場所等の周知効果にも期待した。

調査時期

令和6年12月23日（月）～12月25日（水）

調査対象

下記条件を全て満たす方

条件① ： 1都3県在住者（千代田区民は除く）
条件② ： 半年以内に千代田区に来訪

調査方法

Webアンケート事業者のモニターを対象にスクリーニング調
査を実施し、条件を満たす対象者を抽出した。その後、抽出
したモニターを対象に、本調査を実施した。

■調査結果 （基礎情報）

回答者数

400人

回答者属性

＜世代別＞

＜都道府県別＞

【内訳】
(1) 自転車利用者（千代田区内）
通勤・通学目的 100人、買い物・観光等目的 100人

(2) 自転車非利用者（千代田区内）
通勤・通学目的 100人、買い物・観光等目的 100人

(人)

216

72

71

41

0 40 80 120 160 200 240

東京都

千葉県

埼玉県

神奈川県

(人)

調査項目

・区内自転車利用時の駐輪場所
・区内の自転車車道走行環境/駐輪環境への不満
・自転車での区内観光施設への来訪状況
・区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み 他



72%

71%

63%

67%

60%

67%

65%

50%

64%

70%

66%

70%

56%

71%

69%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路交通法上、自転車は原則として車道

を走行すること

道路交通法上、自転車は原則として車道

の左側を走行すること

道路交通法上、歩道上で歩行者の通行を

妨げるような場合は、一時停止すること

道路交通法上、車道を走行する自転車

は、原則車道の信号機（青・黄・赤）に

従うこと

道路交通法の「止まれ」の標識がある箇

所では、自転車も一時停止をすること

道路交通法上、酒気を帯びて自転車を運

転することは禁止されていること

道路交通法上、自転車運転中の携帯電話

やスマートフォンの使用は禁止されてい

ること

東京都では、道路交通規則に基づき、自

転車運転中のイヤホン等の使用は禁止さ

れていること

知っているルール 守っているルール

２ 来訪者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

区内の自転車利用頻度 自転車の交通ルールの認知度/遵守度

• 千代田区内で自転車を利用する来訪者のうち、5割弱が週に1回以上利用していると回答。
• いずれの自転車の交通ルールについても、知っている人、守っている人ともに5～7割程度である。区民アンケート
結果と比較すると、認知度は低いものの遵守度は高い傾向がある。

12% 17% 17% 30% 25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=200

ほぼ毎日（週5日以上） 週に3、4日

週に1、2日 月に1日～数日程度

年に1日～数日程度

週に1回以上（46％）

※回答対象：区内で自転車を利用する来訪者のみ

※知っているルール：来訪者のうち、各ルールを知っていると回答した割合
守っているルール：千代田区内で自転車を利用する来訪者のうち、各ルールを守っていると

                            回答した割合

（n=400） （n=200）



２ 来訪者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

38%

10%

17%

33%

17%

15%

18%

15%

19%

22%

2%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区内の駅付近の駐輪場（一時利用）

区内の駅付近の駐輪場（定期利用）

区内の通勤・通学先の駐輪場

区内の目的地である施設の駐輪場

区内の目的地付近の公共駐輪場・路上駐

輪場

区内の目的地付近の公共施設（区役所、

図書館等）の駐輪場

区内の目的地付近の民間施設（スー

パー、飲食店等）の駐輪場

区内の目的地付近の公園や緑地、空き地

等

区内の目的地付近のシェアサイクルポート

区内の路上（駐輪場以外）

区外（千代田区内には駐輪しない）

利用中は駐輪しない（どこにも立ち寄らな

い）

その他

n=200

48% 7% 11% 5% 11% 18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=44

目的地の近くに駐輪場がないから

駐輪場を利用したいが、満車で利用できないから

駐輪料金がもったいないから

駐輪場の場所が分からないから

駐輪場が利用しにくいから

短時間の用事だから

その他

23% 23% 54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=400

既に自転車で来訪している

現在は他の交通手段で来訪しているが、駐輪環境等が整備されたら自転車で来訪したい

自転車で来訪したいとは思わない

自転車での区内観光施設への来訪状況

区内の自転車駐輪場所 区内で駐輪場以外の場所（路上）に停める理由

• 区内で自転車を利用する来訪者は、「駅付近の一時利用駐輪場」や「目的地施設の駐輪場」に停める人が多い。一
方で、「目的地付近に駐輪場が無い」等の理由で「路上に駐輪」する人も2割程度存在している。

• 区内の観光施設へは2割程度の人が自転車で来訪しているほか、「駐輪環境等が整備されたら自転車で来訪した
い」人も更に2割程度存在しており、駐輪場整備や利用環境改善による自転車来訪者の増加が期待される。



２ 来訪者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

45%

18%

19%

14%

13%

8%

18%

17%

15%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上駐停車が多い

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根

型路面表示等）が整備されていない

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根

型路面表示等）が狭い

交差点内の自転車の走行場所が分かりに

くい

路面状態が悪い

街路樹や雑草の手入れがされていない

自動車側が車道走行する自転車を注意し

て走行しない

特にない

車道を走行しないため、分からない

その他

n=400

区内の自転車車道走行環境への不満 区内の自転車駐輪環境への不満

33%

17%

23%

29%

14%

12%

9%

33%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐輪場の数が少ない

各駐輪場の駐輪可能台数が少ない

駐輪料金が高い

駐輪場の場所が分かりにくい

1台あたりの駐輪スペースが狭く、

停めにくい

自転車の盗難が不安

駐輪場に屋根が無い

特にない

その他

n=400

• 区内の車道走行環境への不満として「路上駐停車が多い（45％）」、駐輪環境への不満として「駐輪場の数が少な
い（33％）」ことを挙げる人が多い（区民・事業者アンケート結果と同様の結果）。ただし、他のアンケートと比較して、
各不満を持つ人の割合は低い傾向がある。
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■調査結果 （概要）

区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み

43%

40%

43%

41%

34%

26%

22%

36%

24%

34%

17%

17%

8%

13%

11%

12%

17%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根型路面表示等）の整備

自転車が快適に走行できる道路の整備（路面整備等）

路上駐車の排除

駅周辺の駐輪場の整備

商業施設周辺の駐輪場の整備

放置自転車の取り締まり

シェアサイクルポートの充実

自転車利用者に対する交通ルール及びマナーの周知

自動車ドライバーに対する交通ルール及びマナーの周知

悪質・危険な自転車運転者への指導・取締り強化

学校等での安全教育の推進

公共交通との連携強化

自転車を活用した健康増進イベントの実施

サイクリングマップの配布・配信

周遊・観光を目的としたサイクリングイベントの実施

災害時の自転車活用

特にない

その他
n=400

• 重要だと思う取り組みについては、「自転車走行空間の整備」や「路上駐車の排除」など、走行時の快適性向上に
関する取り組みを求める声が多い（区民アンケート結果と同様）。

• また、「駅周辺の駐輪場の整備」についても重要視されている。



３ シェアサイクル利用者アンケート調査
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■調査概要

調査目的

シェアサイクルデータでは把握できない、利用目的や利用
環境に関する満足度、ニーズなどを確認するため、シェアサ
イクル利用者に対してアンケートを実施した。

調査時期

令和6年12月26日（木）～令和7年1月10日（金）

調査対象

千代田区内において、年に1回以上シェアサイクルを利用し
ている方

調査方法

千代田区コミュニティサイクル事業「ちよくる」を行っている
株式会社ドコモ・バイクシェアを通じ、アプリのプッシュ通知に
よるアンケートを実施いただいた。

■調査結果 （基礎情報）

回答者数

906人

回答者属性

＜世代別＞

＜都道府県別＞

(人)

(人)

調査項目

・区内のシェアサイクル利用頻度
・区内のシェアサイクル利用目的
・区内でシェアサイクルを利用する理由
・シェアサイクル利用/自転車車道走行環境に対する不満
・区内のシェアサイクル利便性/自転車車道走行環境/自転
車走行時の安全性に対する満足度 他

27

124

342

336

70

7

0 50 100 150 200 250 300 350 400

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

740

49

49

44

21

1

2

0 200 400 600 800

東京都

千葉県

埼玉県

神奈川県

その他都道府県

海外

住所不明



14.5% 35.4% 28.0% 15.7% 6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=906

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満

区内の自転車車道走行環境に対する満足度

３ シェアサイクル利用者アンケート調査

■調査結果 （概要）

区内のシェアサイクル利用目的 区内のシェアサイクル利用理由

11
n=906

自分の自転車を持っていないから

他の交通手段よりも便利だから

気軽に利用できるから

その他

出発地または目的地の近くに
シェアサイクルポートがあるから

他の交通手段より利用料金が
安いから

30.7％

31.6％

56.3％

10.3％

63.8％

習い事（塾・レッスン等）や
その他訪問

通勤周遊・観光・レジャー

業務（仕事中の移動）

その他

通勤

通学

買い物

食事

通院

子供の送迎

39.6%

0.4%

14.3%

8.1%

41.2%

0.8%

4.6%

4.2%

31.7%

28.0%

10% 20% 30% 40% 50%
10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

• 利用目的は、「通勤」、「買い物」でシェアサイクルを利用する人が多く、いずれも利用者の4割程度に上る。
• シェアサイクルの利用理由として、「他の交通手段よりも便利だから」や「出発地/目的地付近にシェアサイクルポー
トがある」ことを理由に挙げる人が多い。

• 区内の自転車車道走行環境に対する満足度は、約半数が満足していると回答。

62.9％

n=906

満足、やや満足で約半数



３ シェアサイクル利用者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

自転車走行空間が整備されていない

自転車走行空間が狭い

交差点内の自転車の走行場所が
分かりにくい

路上駐停車が多い

路面状態が悪い

街路樹や雑草の手入れが
されていない

自動車側が車道走行する自転車を
注意して走行しない

特にない

車道を走行しないため、分からない

その他

40% 50% 60% 70%20%10%0% 30%

23.4%

22.7%

18.5%

12.7%

6.4%

26.2%

15.3%

1.5%

7.0%

66.9%

区内の自転車車道走行環境への不満 区内でのシェアサイクル利用に対する不満

n=906 n=906

1.8%

9.7%

42.5%

19.8%

1.9%

1.1%

5.1%

29.7%

24.8%

利用方法が分かりにくい

利用料金が高い

料金体系が分かりにくい

運転しにくい

特にない

その他

出発地または目的地の
近くにシェアポートがない

シェアポートの場所が
分かりにくい

他の交通手段のほうが便利

10% 20% 30% 40% 50%

• 車道走行環境の不満は「路上駐停車が多い」の割合が特に高く、全体の7割弱に上る（区民アンケート結果と同様
であるが割合が高い）。

• 前ページに示したシェアサイクルを利用する理由として「出発地/目的地付近にシェアサイクルポートがあること」と
回答した人が多いが、不満については「ポートがないこと」と回答した人が4割程度存在する。
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区立小学校(８校)

障害者福祉施設(５施設)

高齢者福祉施設(１０施設)

出張所(6所)

◎ 認可保育園(18園)

◎ 認証保育所(11所)

参考：その他施設
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皇居外苑

皇居東御苑

北の丸公園

自転車交通量データ有り ６地点

1
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■調査結果 （基礎情報）

４ 事業者アンケート調査
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■調査概要

調査目的

我が国の中心となる公官庁街やビジネス街を有する千代田
区では、機器のメンテナンスや配送等の業務交通（自転車）
で来訪する事業者は多いと考えられる。来訪者アンケートで
は把握できない、実際に区内で自転車を利用している企業と
しての意見を確認するため、アンケート調査を実施した。

調査時期

①街頭調査（社名調査）
令和6年11月26日（火）

②アンケート調査
令和6年12月25日（水）～1月22日（水）

調査対象

千代田区内で業務で自転車を利用する企業

調査方法

下記(1)、(2)により選定した企業に対し、電話やメールにてア
ンケートを依頼し、 Web・FAX・直接記入にて回答いただいた。
(1)

(2)

回答事業者数

5社

回答事業者属性

＜拠点所在地＞ ＜業種＞

①外神田５丁目交差点
②駿河台下交差点
③霞が関2丁目交差点
④一番町交差点
⑤（仮称）大手町交差点

図 街頭調査実施箇所

箇所②

箇所④ 箇所⑤

＜千代田区内での自転車利用目的＞

千代田区 4社
文京区 1社

金融機関 3社
商工会議所 1社
電気ガス事業者 1社

(社)

※複数回答可

調査項目

・業務時の自転車利用目的
・区内の自転車車道走行環境/駐輪環境への不満
・区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み 他

箇所①

箇所③

2

2

3

0 1 2 3

作業等のための訪問（施設）

作業等のための訪問（個人宅）

その他

街頭調査（社名調査）において、区内での自転車利用が
確認された企業
区内での自転車利用が想定される区内の金融機関や商
工会議所



80%

40%

0%

40%

40%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐輪場の数が少ない

各駐輪場の駐輪可能台数が少ない

駐輪料金が高い

駐輪場の場所が分かりにくい

１台あたりの駐輪スペースが狭く、

停めにくい

自転車の盗難が不安

駐輪場に屋根が無い

特にない

その他

n=5

80%

60%

60%

20%

20%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上駐停車が多い

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根

型路面表示等）が整備されていない

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根

型路面表示等）が狭い

交差点内の自転車の走行場所が分かりに

くい

路面状態が悪い

街路樹や雑草の手入れがされていない

自動車側が車道走行する自転車を注意し

て走行しない

特にない

車道を走行しないため、分からない

その他

n=5

区内の自転車車道走行環境への不満

４ 事業者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

区内の自転車駐輪環境への不満

• 区内の車道走行環境への不満は、「路上駐停車が多い（80％）」、「自転車走行空間が整備されていない（60％）」、
「自転車走行空間が狭い（60％）」が多い。

• 駐輪環境への不満は、「駐輪場の数が少ない（80％）」ことを挙げる企業が多い。
• 他のアンケート結果と比較して、駐輪環境に対する「1台あたりの駐輪スペースが狭く停めにくい」の回答が40％と
多い。



４ 事業者アンケート調査
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■調査結果 （概要）

区内の自転車利用促進のために重要だと思う取り組み

• 重要だと思う取り組みは、「自転車走行空間の整備」が100％と最も多く、次いで「自転車が快適に走行できる道路
の整備（60％）」、「路上駐輪の排除（60％）」、「自転車利用者に対する交通ルール及びマナーの周知（60％）」が強
く求められている。

100%

60%

60%

20%

20%

0%

0%

60%

20%

20%

0%

20%

0%

0%

20%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車走行空間（自転車レーン、矢羽根型路面表示等）の整備

自転車が快適に走行できる道路の整備（路面整備等）

路上駐車の排除

駅周辺の駐輪場の整備

商業施設周辺の駐輪場の整備

放置自転車の取り締まり

シェアサイクルポートの充実

自転車利用者に対する交通ルール及びマナーの周知

自動車ドライバーに対する交通ルール及びマナーの周知

悪質・危険な自転車運転者への指導・取締り強化

学校等での安全教育の推進

公共交通との連携強化

自転車を活用した健康増進イベントの実施

サイクリングマップの配布・配信

周遊・観光を目的としたサイクリングイベントの実施

災害時の自転車活用

特にない

その他

n=5



５ 事業者ヒアリング調査
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■調査概要

調査目的

区内において、自転車活用推進に取組む企業を対象に、取
組内容や課題に感じること等を把握し、計画に反映させるた
めヒアリングを実施した。

調査時期

令和7年1月16日（木）～1月24日（金）

調査対象

調査項目

■事業者概要

➀株式会社LUUP（シェアリングサービス事業者）
➁CycleTrip BASE Akihabara（レンタサイクル運営事業者）
➂ TOKYO ACTIVE TOURS（自転車団体ツアー企画団体）

➀株式会社LUUP
１）電動キックボードの利用実態について
２）区内での電動キックボードレンタルサービスの課題
３）貴社の取組みについて
４）今後の展望

➁CycleTrip BASE Akihabara
１）区内での自転車レンタルの貸出実態（インバウンドも含め）
２）上記の課題
３）貴社の自転車活用の取組みについて
４）今後の展望、区への要望

➂TOKYO ACTIVE TOURS
１）区内でのサイクリングツアーの実施実態

（頻度、参加者層、ルートなど）
２）上記の課題
３）貴社の自転車活用の取組みについて
４）今後の展望、区への要望

➀株式会社LUUP

・“街じゅうを「駅前化」するインフラをつくる” をミッションに、
電動‧小型‧1人乗りのマイクロモビリティのシェアリング事業
を展開。
・千代田区内には184ポート存在し、計1255台の駐輪が可能
（令和6年12月末時点）。
・千代田区内の利用者は20～40代が中心で、9割弱を占める。
（20代：約35％、30代：約33％、40代：約19％）

➁CycleTrip BASE Akihabara

・スポーツバイク専門のレンタル事業を実施。
・利用者は年間7,000人程度で、外国人が8割を占める。アメリ
カ、ヨーロッパの方が多いほか、アジアの方も一定数いる。
・レンタル利用のピークは8,9月で、レンタル後の行き先として
は、近隣では、皇居（パレスサイクリング）、東京タワー、浅
草、荒川、渋谷あたりが多い。

➂TOKYO ACTIVE TOURS

・江戸時代から近代までの東京の歴史をテーマに、東京のス
トーリーを感じながら千代田区内を巡るサイクリングツアー
を実施。
・東京駅を起終点に、千代田区内約13kmを3時間で巡るコー
ス（東京駅→神田→秋葉原→御茶ノ水→神保町→九段下
→半蔵門→東京駅）。途中、神田明神や、靖国神社に立ち
寄り。
・ツアー料金は、インバウンド13,000円、日本人6,000円。
・ツアーは月4回で、1回あたりの参加者は最大4人まで。約1
年間で50～60人が参加。
・インバウンド向けに、英語でのツアーも実施。アメリカ、ヨー
ロッパ、オーストラリアからの参加者が多い。



６ 交通量調査
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■調査概要

調査目的

自転車活用推進計画の「KPIの設定」および「計画のフォ
ローアップ」に活用するため、区内4箇所において、「自転車交
通量」や「順走・逆走の遵守率」や「歩道車道の通行割合」等
を調査した。

令和6年11月26日（火）
調査箇所②③④ ： 7～9時 （計2時間）
調査箇所① ： 13～15時 （計2時間）

区内4箇所について、ビデオカメラを設置し、交通状況等を
計測した。

《対象交通手段》
自動車（車線別）、自転車（特定小型原付も含む）、歩行者
《計測項目》
・自動車/歩行者交通量
・走行位置別自転車交通量（歩車道別、順走逆走別）
・ヘルメット着用率

■調査結果 （概要）

箇所① 外神田５丁目交差点
箇所② 駿河台下交差点
箇所③ （仮称）飯田橋駅前

交番東交差点
箇所④ 一番町交差点

自転車交通量調査箇所(案)及び公共施設位置図
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自転車交通量調査の検討箇所 ４か所

区立保育園・こども園(６園)

区立小学校(８校)

障害者福祉施設(５施設)

高齢者福祉施設(１０施設)

出張所(6所)

◎ 認可保育園(18園)

◎ 認証保育所(11所)

参考：その他施設

皇 居
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北の丸公園

自転車交通量データ有り ６地点
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図 交通量調査箇所

箇所①

箇所②

箇所④

箇所③

調査日時

調査方法

自動車・歩行者交通量

・箇所①（外神田）、③（飯田橋）、④（一番町）は歩行者交
通量が総交通量の約6～9割を占める。一方、箇所②（駿
河台下）のみ、自動車交通量が7割強であり、歩行者交
通量を上回る。

自転車交通量（走行位置別）

・自転車交通量は、各箇所約100～630台で、いずれも総
交通量の5％以下である。
・自転車の車道順走割合は、 4箇所平均で57％であり、半
数以上が正しい位置を走行している。
・自転車交通量は箇所①（外神田）→②（駿河台下）→③
（飯田橋）→④（一番町）の順に多く、自転車の車道順走
割合は箇所④→②→①→③の順に高い。

ヘルメット着用率（自転車）

・ヘルメット着用率は、 4箇所
平均で12％。
・着用率は、箇所④（一番町）
が最も高く、箇所①（外神
田）が最も低い。
・ヘルメット着用率が高い箇
所は、車道走行割合も高い
傾向がある。

12％

(166)

88％

(1190)

ヘルメット着用 ヘルメット無し

n=1356

42％
(566)

0％
(0)

57％
(770)

87％
(13)

1％
(20)

13％
(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車
n=1356
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図 ヘルメット着用率（4箇所合計）

図 走行位置別割合（4箇所合計）
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